
令和４年度 事業報告 

第１ 事業の概要 

 令和４年度の事業運営に当たっては、農業経営の安定を図るため、「収入保険制度」

と「農業共済制度」の二つの農業保険制度について周知及び普及推進に、行政や関係

機関等と一体となり、ＮＯＳＡＩ組織役職員総力を挙げ取り組んだ。更に、各事業の

引受・損害評価の適正実施、効果的な損害防止事業の実施などに努めた。 

 その結果、農業共済事業の引受では、全体的に高齢化等による経営規模の縮小や廃

業・収入保険事業への移行等もあり減少し、全事業の総共済金額は 1 兆 240 億 4,900

万円余で前年度対比 97.2％となった。収入保険事業の引受については、全国目標 10

万経営体推進期間の最終年度に当たり、組合目標 2,400 経営体達成に向け、全職員を

挙げて戸別訪問を中心に加入推進に取り組んだが、1,652 経営体の加入に留まった。 

一方、農業共済事業の被害関係では、台風や降雪などの大きな被害はなかったが、

一部の地域において、ひょう害の影響により、麦、なし、園芸施設及び家屋への被害

が発生した。全事業の支払共済金総額は 12 億 2,300 万円余で前年度に比べ被害の大

きな年であった。また、収入保険の支払いについては、令和３年加入において、コロ

ナの影響に伴う米価下落による収入減少等により、加入件数の 5割以上の 555 経営体

に対し、約 17 億 8,800 万円、一経営体当たり 320 万円の保険金が支払われた。 

損害防止事業については、加入者へ要望調査等を実施しニーズの把握に努め、損害

の未然防止に努めた。 

業務収支については、運営経費の必要額確保に努めたが、国庫事務費負担金が 4億 

8,190 万円余と前年より約 750 万円余の減となり、収入計では 18 億 3,040 万円余とな

った。支出においては、業務の効率的運営に努めたこと、また、新型コロナウイルス

感染症予防対策として、会議等の中止、及び、基礎組織役員への業務依頼を中止した

こと等により支出は減少した。 

事業収支においては、園芸施設共済勘定・家畜診療所勘定に不足金が生じたが、家

畜共済勘定・任意共済勘定では剰余金が生じた。 
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3.

2
1,

22
7,

68
3

5,
36

8,
68

0

10
0.

0
5,

64
0,

18
2

合
計

14
6,

9
60

7
4,

59
1

68
,8

70
92

.3
14

,8
60

,4
61

種
豚

5
7,

1
10

23
5,

45
2

19
6,

41
3,

66
8

19
6,

19
2,

12
4

39
2,

60
5,

79
2

1
0,

59
7

6
,2

11
58

.6
34

4,
02

2

62
,7

29

6
,9

67

6
92

種
豚

5
7,

1
10

2,
17

8
6
76

肉
用

牛
5
6,

4
00

6,
87

0

41
,8

11
10

4,
54

0
31

.0
47

8

引
受

頭
数

引
受

頭
数

事
業

計
画

頭
数

共
済

金
額

交
付

金
又

は
納

入
保

険
料

（Ｂ
）

（Ａ
）

(A
)±

(B
)

徴
収

共
済

掛
金

手
持

共
済

掛
金

乳
用

牛
3
3,

4
50

2
3,

50
3

96
.9

31
3,

81
5

10
7,

33
6,

33
2

22
,7

83

子
牛

等

10
1.

4
61

,4
85

子
牛

等

4
15

合
計

14
6,

9
60

3
2,

55
1

30
,4

26
93

.5
37

5,
77

8

　
頭

数
は

、
全

区
分

と
も

減
少

し
た

。
共

済
金

額
は

、
乳

用
牛

で
減

少
し

肉
用

牛
種

豚
で

増
加

し
た

。

　
頭

数
は

、
搾

乳
牛

・繁
殖

雌
牛

・育
成

肥
育

牛
で

前
年

度
を

上
回

っ
た

が
、

育
成

乳
牛

は
下

回
っ

た
。

種
豚

に
つ

い
て

は
、

加
入

率
が

低
位

で
あ

る
こ

と
と

１
戸

あ
た

り
の

飼
養

頭
数

が
多

数
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
前

年
度

よ
り

１
戸

引
受

減
少

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

り
引

受
頭

数
は

減
少

し
た

。
共

済
金

額
は

、
育

成
肥

育
牛

で
は

頭
数

は
前

年
を

上
回

っ
て

い
る

も
の

の
、

共
済

金
額

は
下

回
っ

た
。

そ
の

他
の

区
分

で
は

、
頭

数
と

同
じ

傾
向

で
あ

っ
た

。

24
2,

38
4,

20
3

21
4,

66
9,

71
0

13
,8

05
,3

06
13

,8
04

,6
47

12
1,

20
4,

36
7

12
1,

17
9,

83
6

27
,6

09
,9

53

10
7,

33
3,

37
8



○
特

定
包

括
肉

豚
共

済

頭
頭

頭
％

千
円

円
円

円

・前
年

対
比

　
頭

数
　

90
.4

％
　

　
共

済
金

額
　

90
.4

％
・引

受
概

況

（事
　

故
）

○
死

亡
廃

用
共

済

事
故

概
況

○
疾

病
傷

害
共

済
○

特
定

包
括

肉
豚

共
済

件
円

頭
円

事
故

概
況

有
資

格
頭

数
事

業
計

画
頭

数
引

受
頭

数
引

受
頭

数
事

業
計

画
頭

数

交
付

金
又

は
納

入
保

険
料

（Ｂ
）

徴
収

共
済

掛
金

43
,9

74
69

.5
38

4,
59

3
15

8,
39

5

項
目

区
分

死
亡

頭
数

廃
用

頭
数

　
加

入
率

が
低

位
で

あ
る

こ
と

と
１

戸
あ

た
り

の
飼

養
頭

数
が

多
数

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

前
年

度
よ

り
２

戸
引

受
減

少
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
引

受
頭

数
、

共
済

金
額

と
も

に
、

１
割

の
減

少
と

な
っ

た
。

手
持

共
済

掛
金

特
定

包
括

肉
豚

58
6,

5
00

項
目

区
分

頭
円

（Ａ
）

(A
)±

(B
)

97
,5

53
60

,8
42

共
済

金
額

6
3,

31
7

搾
乳

牛
92

4
3
6
0

1,
28

4
21

0,
16

4,
95

2

総
頭

数
支

払
共

済
金

頭
頭

育
成

乳
牛

33
5

17
35

2
15

,7
72

,2
98

子
牛

等
27

2
0

繁
殖

雌
牛

3
4

3
37

5,
49

2,
67

8

育
成

肥
育

牛
77

5
12

78
7

52
,7

31
,6

64
子

牛
等

70
4

種
豚

0
0

合
計

2,
06

8
3
9
2

2,
46

0
28

4,
16

1,
59

2

項
目

区
分

件
　

数
項

目
区

分
死

亡
頭

数
支

払
共

済
金

子
牛

等
2,

0
63

子
牛

等
84

1

特
定

包
括

肉
豚

3

　
加

入
農

家
が

、
事

故
除

外
方

式
（
特

定
の

事
故

の
み

を
補

償
対

象
と

す
る

）
を

選
択

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
対

象
事

故
は

発
生

し
な

か
っ

た
。

2
1,

7
19

2
75

,1
96

,9
27

3,
4
84

2
35

,3
29

,1
03

39
,8

60
,2

19

23
,8

23

0
0

支
払

共
済

金

事
故

概
況

肉
用

牛

種
豚

1
7
,6

05

合
計

　
乳

用
牛

・肉
用

牛
に

つ
い

て
は

増
加

し
た

が
、

種
豚

に
つ

い
て

は
減

少
し

た
。

　
全

体
で

は
増

加
し

て
お

り
、

対
前

年
度

比
で

頭
数

1
0
3
.1

％
、

支
払

共
済

金
1
0
3
.0

％
で

あ
っ

た
。

乳
用

牛
1
8,

2
34

全
体

的
に

、
頭

数
は

増
加

傾
向

で
、

対
前

年
度

比
1
0
8
.4

％
で

あ
る

が
、

支
払

共
済

金
に

つ
い

て
は

育
成

乳
牛

を
除

き
減

少
し

、
対

前
年

度
比

9
6
.8

％
で

あ
っ

た
。



（損
害

防
止

）

頭
円

・特
定

損
害

防
止

事
業

（国
補

助
事

業
）に

つ
い

て
は

、
診

療
所

に
お

い
て

繁
殖

障
害

を
中

心
に

、
乳

房
炎

、
運

動
器

病
、

周
産

期
疾

患
、

牛
伝

染
性

リ
ン

パ
腫

、
呼

吸
器

疾
患

を
対

象
に

実
施

し
た

。
・一

般
損

害
防

止
事

業
に

つ
い

て
は

、
予

防
衛

生
措

置
の

た
め

の
薬

剤
等

を
配

布
し

た
。

（診
療

所
）

人
件

件
件

頭
円

頭

8
牛

1
豚

・令
和

４
年

３
月

よ
り

家
畜

診
療

所
の

統
合

を
行

い
、

診
療

件
数

は
、

若
干

の
減

少
、

事
故

外
診

療
件

数
は

大
幅

な
減

少
、

ま
た

雑
収

入
は

若
干

増
加

し
た

。
・診

療
件

数
の

減
少

に
つ

い
て

は
農

家
戸

数
の

減
少

が
主

な
要

因
と

考
え

ら
れ

、
雑

収
入

に
つ

い
て

は
人

工
授

精
・受

精
卵

移
植

業
務

の
増

加
が

あ
げ

ら
れ

る
。

・防
疫

業
務

に
つ

い
て

牛
は

ア
カ

バ
ネ

、
５

種
混

合
予

防
注

射
で

あ
り

、
豚

で
豚

熱
（Ｃ

Ｓ
Ｆ

)予
防

注
射

で
あ

る
。

診
療

件
数

雑
収

入
損

害
防

止
事

業
防

疫
業

務
摘

　
要

-

牛

予
防

衛
生

措
置

実
　

施
　

種
　

目

診
療

所
名

職
員

数

1
29

,4
92

対
象

頭
数

又
は

回
数

摘
　

　
要

特
定

損
害

防
止

経
　

費
　

概
　

算

6,
18

0,
70

2
一 般 損 害 防 止

牛
・豚

-

4
75

1,
93

2,
18

0

講
習

会
、

講
話

会

家
畜

診
療

所
獣

医
師

3,
8
9
2

1
,1

53
1,

16
8

47
5

1,
93

2,
18

0
1,

04
9

事
務

職
3,

06
1

共
済

事
故

事
故

外
特

　
損

経
費

概
算



（
３

）
果

樹
共

済
関

係

（引
　

受
）

人
ａ

ｋ
ｇ

円
円

円
円

△
：納

入
保

険
料

○
り

ん
ご

・前
年

対
比

・引
受

概
況

収
入

保
険

移
行

及
び

特
定

危
険

方
式

の
廃

止
に

よ
り

減
少

し
た

。
○

な
　

し
・前

年
対

比
・引

受
概

況
収

入
保

険
移

行
及

び
特

定
危

険
方

式
の

廃
止

に
よ

り
減

少
し

た
。

1,
93

1,
14

9
12

7,
91

7
2,

05
9,

06
6

引
受

組
合

員
数

：4
6.

4％
・引

受
面

積
：5

0.
6％

引
受

組
合

員
数

：8
1.

3％
・引

受
面

積
：7

8.
0％

13
4,

34
2

46
,4

90
,0

00
72

5,
52

4
△

20
0,

79
6

52
4,

72
8

合
　

　
計

39
1
,5

6
9
.9

39
5,

40
3

13
2,

94
0,

00
0

-

樹
園

地
単

位
特

定
危

険
方

式
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

半
相

殺
特

定
危

険
方

式
-

-
-

-
-

-

-

半
相

殺
減

収
総

合
短

縮
方

式
13

48
6
.3

13
4,

34
2

46
,4

90
,0

00
72

5,
52

4
△

20
0,

79
6

52
4,

72
8

-
-

-

樹
園

地
単

位
減

収
総

合
一

般
方

式
-

-
-

-
-

-

-
-

樹
園

地
単

位
減

収
総

合
短

縮
方

式
-

-
-

-
な し

半
相

殺
減

収
総

合
一

般
方

式
-

-

小
計

13
48

6
.3

32
8,

71
3

1,
53

4,
33

8

-
-

ぶ
ど

う
-

-
-

-
-

小
計

26
1
,0

8
3
.6

26
1,

06
1

86
,4

50
,0

00
1,

20
5,

62
5

-
-

樹
園

地
単

位
特

定
危

険
方

式
-

-
-

-
-

-
-

半
相

殺
特

定
危

険
方

式
-

-
-

-
-

1,
53

4,
33

8

-
-

-
-

-
-

-
-

-

半
相

殺
減

収
総

合
短

縮
方

式
26

1
,0

8
3
.6

26
1,

06
1

86
,4

50
,0

00
1,

20
5,

62
5

32
8,

71
3

(A
)±

(B
)

-
-

-
-

-

共
済

金
額

交
付

金
又

は
納

入
保

険
料

（Ｂ
）

半
相

殺
減

収
総

合
一

般
方

式

令 和 ４ 年 産

り ん ご

-
-

徴
収

共
済

掛
金

（Ａ
）

樹
園

地
単

位
減

収
総

合
一

般
方

式
-

-

年 産

項
目

区
分

組
合

員
数

引
受

面
積

標
準

収
穫

量
手

持
共

済
掛

金

-
-

樹
園

地
単

位
減

収
総

合
短

縮
方

式
-



（被
　

害
）

人
ｋ
ｇ

円
％

○
り

ん
ご

・被
害

概
況

・4
月

の
降

霜
に

よ
り

花
芽

が
凍

死
す

る
被

害
が

発
生

し
た

。
・6

月
の

高
温

に
よ

り
果

実
が

腐
敗

、
裂

果
す

る
被

害
が

発
生

し
た

。
○

な
　

し
・被

害
概

況
・6

月
の

降
ひ

ょ
う

に
よ

り
摘

果
期

の
果

実
が

損
傷

す
る

被
害

が
発

生
し

た
。

合
　

　
計

6
34

,1
07

6,
43

6,
40

0
4.

8

な し

6,
17

8,
10

0

樹
園

地
単

位
特

定
危

険
方

式
-

-
-

-

小
計

5
25

,6
75

6,
17

8,
10

0
13

.3

半
相

殺
特

定
危

険
方

式
-

-
-

-

13
.3

樹
園

地
単

位
減

収
総

合
短

縮
方

式
-

-
-

-

半
相

殺
減

収
総

合
短

縮
方

式
5

25
,6

75

樹
園

地
単

位
減

収
総

合
一

般
方

式
-

-
-

-

半
相

殺
減

収
総

合
一

般
方

式
-

-
-

ぶ
ど

う
-

-
-

-

小
計

1
8,

43
2

25
8,

30
0

0.
3

樹
園

地
単

位
特

定
危

険
方

式
-

-
-

-

半
相

殺
特

定
危

険
方

式
-

-
-

-

0.
3

樹
園

地
単

位
減

収
総

合
短

縮
方

式
-

-
-

-

樹
園

地
単

位
減

収
総

合
一

般
方

式
-

-
-

-

り ん ご

半
相

殺
減

収
総

合
一

般
方

式
-

-
-

-

半
相

殺
減

収
総

合
短

縮
方

式
1

8,
43

2
25

8,
30

0

　
　

　
 項

目

区
分

被
害

組
合

員
数

共
済

減
収

量
共

済
金

共
 済

 金
共

済
金

額
備

　
　

考



（支
　

払
）

令
和

 年
 月

 日
円

円
円

円
円

円
％

（損
害

防
止

）

0
10

0.
0

　
り

ん
ご

、
な

し
の

病
害

虫
防

除
を

目
的

と
し

て
、

28
3,

64
4円

を
使

用
し

、
防

除
薬

剤
等

を
加

入
者

に
配

布
す

る
損

害
防

止
事

業
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

果
樹

園
地

を
対

象
に

、
1点

の
土

壌
診

断
（経

費
77

0円
）を

行
っ

た
。

-
-

-

合
　

　
計

5.
2
.9

6,
4
3
6,

4
0
0

3,
87

9,
29

7
2,

05
9,

06
6

49
8,

03
7

0

小
計

5.
2
.9

6,
1
7
8,

1
0
0

-
-

-

-

-
-

-
-

-

半
相

殺
特

定
危

険
方

式
-

-
-

-
-

-

樹
園

地
単

位
減

収
総

合
短

縮
方

式
-

-
-

-
-

-
-

-

半
相

殺
減

収
総

合
短

縮
方

式
5.

2
.9

6,
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収
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ｇ
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ｇ
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収
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○
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○
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8％
・引

受
箱

数
:9

5.
1％

○
晩

秋
蚕

繭
・前

年
対

比
引

受
組

合
員

数
:9

5.
3％

・引
受

箱
数

:9
3.

9％
・引

受
概
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齢
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,8
58

10
,2

75
,3

90
27

,5
47

小
　

　
計

4
42

.2
5

11
,6

00
28

,1
64

,2
60

51
,5

61

14
,1

46

初
秋

蚕
繭

2
1

1
02

.5
1

2,
56

0
6,

11
5,

65
0

9,
86

8
蚕 繭

春
蚕

繭
4
2

1
64

.6
8

4,
75

4
11

,7
73

,2
20

晩
秋

蚕
繭

4
1

1
75

.0
6

4,
28

6

-
-

-
-

小
計

2
,0

2
2
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収
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ｇ
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概
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○
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概
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膿
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概
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75
15

,1
00

0

82
,2

60
0

0
0

1,
04

0,
40

7
0.

1
〃

Ⅵ
類

6
26

1,
36

0,
75

0
95

8,
14

7
0

31
2,

55
7

0
0

0
8,

22
7,

73
4

1.
4

〃
Ⅴ

類
12

18
11

,7
07

,5
59

7,
50

9,
29

8
40

5,
87

9

1,
47

5,
92

2
0

0
25

2,
75

8
73

,9
24

,5
82

2.
8

〃
Ⅳ

類
乙

54
91

10
7,

52
5,

17
6

71
,2

78
,1

97
91

7,
70

5

58
4,

64
4

0
8,

16
9

25
4,

01
2

12
,9

80
,2

25
0.

4
〃

Ⅳ
類

甲
41

67
19

,8
96

,0
02

11
,1

22
,7

48
1,

01
0,

65
2

2,
22

9,
33

4
0

0
26

,0
40

35
,1

20
,9

69
1.

2
〃

Ⅲ
類

94
1
4
6

53
,2

33
,2

24
32

,7
12

,2
54

15
3,

34
1

38
6,

38
3

0
0

0
45

,7
42

,5
30

0.
9

〃
Ⅱ

類
13

7
4
9
7

58
,0

52
,8

07
45

,3
00

,0
60

56
,0

87

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ハ
ウ

ス
Ⅰ

類
被

害
な

し

34
9,

10
8

0
17

7,
86

9
0

15
,7

75
,3

97
0.

7
〃

Ⅱ
類

19
23

20
,5

71
,1

41
15

,0
36

,7
80

21
1,

64
0

-
-

-
-

-
-

ガ
ラ

ス
Ⅰ

類
-

-
-

-
-

附
帯

施
設

施
設

内
農

作
物

撤
去

費
用

特
定

園
芸

施
設

復
旧

費
用

附
帯

施
設

復
旧

費
用

合
計

項
目

施
設

区
分

被
　

　
害

損
害

の
額

共
　

　
済

　
　

金
共

 済
 金

共
済

金
額

組
合

員
数

棟
　

数
特

 
 定

園
芸

施
設



（
６

）
建

物
共

済
関

係

（引
　

受
）

農
家

建
物

棟
千

円
円

円
円

円
円

○
前

年
対

比
・引

受
棟

数
:9

6.
8％

・共
済

金
額

：9
7.

1％
○

引
受

概
況

・総
合

共
済

は
、

自
然

災
害

が
多

発
し

て
い

る
こ

と
で

火
災

共
済

か
ら

切
り

替
え

る
加

入
者

や
新

規
の

加
入

者
が

あ
り

、
棟

数
で

前
年

対
比

1
0
2
.5

％
と

増
加

す
る

一
方

で
、

火
災

共
済

は
、

同
対

比
95

.9
％

で
減

少
し

て
い

る
。

（事
　

故
）

農
家

建
物

棟
千

円
円

円
円

％

合
計

73
2

1
0,

1
3
1,

9
0
0

28
5,

03
5,

69
5

65
,7

97
,9

25
10

5,
43

3,
35

7

4.
0

3.
5

火
災

共
済

37
5

6,
0
8
5,

1
0
0

24
4,

16
1,

83
1

-
73

,2
48

,4
21

2.
6

収
　

容
　

農
　

産
　

物
-

-
-

-
-

-

備
　

　
考

火
災

等
風

水
害

等

総
合

共
済

35
7

4,
0
4
6,

8
0
0

40
,8

73
,8

64
65

,7
97

,9
25

32
,1

84
,9

36

項
目

区
分

事
故

棟
数

共
済

金
額

（イ
）

支
払

共
済

金
（ロ

）
保

険
金

被
害

率
（ロ

）／
（イ

）

22
7,

49
0,

35
3

91
,9

96
,9

52

合
計

8
5,

79
7

98
1
,9

2
5
,2

5
0

60
3,

27
0,

07
9

41
8,

68
2,

33
1

11
,4

44
,7

50
36

1,
34

4,
58

5
12

3,
34

2,
52

5

火
災

共
済

7
3,

43
8

84
8
,3

1
2
,1

0
0

40
0,

40
3,

15
0

32
6,

92
8,

79
3

11
,5

51
,4

05

収
容

農
産

物
Ｂ

タ
イ

プ
（1

）
3,

0
0
0

6,
30

0
2,

70
0

3,
00

0,
00

0
2,

70
0

68
8

10
,8

10
,7

57
13

3,
85

1,
53

2
31

,3
44

,8
85

収
容

農
産

物
Ａ

タ
イ

プ

賦
課

金

総
合

共
済

1
2,

35
9

13
3
,6

1
0
,1

5
0

20
2,

86
0,

62
9

91
,7

50
,8

38

項
目

区
分

引
受

棟
数

共
済

金
額

共
済

掛
金

１
 棟

 当
 た

 り
平

均
共

済
金

額
保

険
料

保
険

手
数

料
純

共
済

掛
金



(原
因

別
事

故
発

生
状

況
)

農
家

建
物

棟
千

円
円

円
％

○
被

害
概

況
支

払
共

済
金

は
、

前
年

対
比

で
火

災
が

98
.7

％
、

拡
張

担
保

が
31

4.
4％

、
自

然
災

害
が

45
8.

4％
で

、
全

体
で

1
4
8
.3

％
と

増
加

し
た

。

合
計

73
2

10
,1

31
,9

00
35

0,
83

3,
62

0
10

5,
43

3,
35

7
3.

5

26
4

2
,8

94
,1

00

収
容

農
産

物
0

0
0

0

自
然

災
害

19
,9

22
,8

05
2.

3

拡
張

担
保

計
44

1
6
,9

39
,6

00
95

,7
74

,9
01

28
,7

32
,3

25

65
,7

97
,9

25

1.
4

そ
の

他
11

7
1
,8

03
,1

00
27

,9
63

,9
73

8,
38

9,
16

5
1.

6

56
3,

71
1

0.
4

車
両

の
飛

び
込

み
等

2
0

3
77

,7
00

2,
27

0,
22

0
68

1,
06

3
0.

6

4
19

,3
00

1,
87

9,
05

6

1.
6

物
体

の
落

下
・飛

来
等

1
5

2
65

,7
00

44
2,

75
3

13
2,

82
3

0.
2

そ
の

他

拡 張 担 保

落
雷

25
8

4
,0

73
,8

00
63

,2
18

,8
99

18
,9

65
,5

63

盗
難

に
よ

る
き

損
・汚

損
3
1

火
災

計
2
7

2
98

,2
00

18
9,

26
0,

79
4

56
,7

78
,2

27
63

.5

1
58

,5
00

10
3,

51
9,

65
6

31
,0

55
,8

90
65

.3

62
.5

39
,6

66
,2

20
11

,8
99

,8
65

ス
ト
ー

ブ
関

係
の

火
29

,3
00

35
,3

42
,2

24
10

,6
02

,6
66

12
0.

6

た
き

火
の

火
19

,6
00

74
6,

51
0

22
3,

95
3

3.
8

備
　

　
考

火 災

電
気

配
線

等
の

漏
電

27
,3

00
9,

98
6,

18
4

2,
99

5,
85

3
36

.6

そ
の

他
の

原
因

に
よ

る
火

災
63

,5
00

事
故

原
因

別
事

故
棟

数
共

済
金

額
（イ

）
支

払
共

済
金

（ロ
）

保
険

金
被

害
率

（ロ
）／

（イ
）

1
33623



（
７

）
農

業
経

営
収

入
保

険

（引
受

・支
払

状
況

）

戸
戸

戸
戸

戸
戸

戸
円

（引
受

）
全

国
10

万
経

営
体

目
標

対
比

令
和

４
年

度
目

標
対

比

（支
払

関
係

）
春

先
の

降
霜

に
よ

り
果

樹
に

、
梅

雨
期

か
ら

の
長

雨
に

よ
り

野
菜

類
に

被
害

が
発

生
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
の

影
響

に
よ

る
需

要
の

減
少

。
こ

の
ほ

か
、

病
気

、
け

が
で

の
収

入
減

少
が

要
因

。

全
国

目
標

10
万

経
営

体
に

対
す

る
組

合
目

標
令

和
４

年
度

目
標

戸
数

令
和

４
年

度
加

入
戸

数
令

和
４

年
度

支
払

保
険

金
（令

和
３

年
加

入
分

）

個
人

法
人

計
加

入
戸

数
支

払
戸

数
支

払
額

2,
40

0
2,

40
0

1,
5
2
7

12
5

1,
65

2
1,

08
5

68
.8

%

55
5

1,
78

8,
25

9,
24

8

68
.8

%
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